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【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 振 動 板 部 分 と 、 該 第 １ 振 動 板 部 分 と 一 体 成 形 さ れ た 第 ２ 振 動 板 部 分 と 、 該 第 １ 振 動
板 部 分 と 該 第 ２ 振 動 板 部 分 と の 結 合 部 の 背 面 側 に 突 出 し て 設 け ら れ 、 ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン
の 一 端 が 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と を 備 え 、
　 該 取 付 部 が 、 該 第 １ 振 動 板 部 分 か ら 背 面 側 に 延 設 さ れ た 第 １ 延 設 部 と 、 該 第 ２ 振 動 板 部
分 か ら 背 面 側 に 延 設 さ れ た 第 ２ 延 設 部 と を 含 み 、 該 第 １ 延 設 部 と 第 ２ 延 設 部 と の 間 に 該 ボ
イ ス コ イ ル ボ ビ ン を 挿 入 し 、 接 着 す る た め の ボ ビ ン 接 着 溝 が 規 定 さ れ て い る 、 ス ピ ー カ ー
振 動 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 振 動 板 部 分 お よ び 前 記 第 ２ 振 動 板 部 分 が 、 基 材 に 熱 硬 化 性 樹 脂 が 含 浸 さ れ て な
り 、 前 記 取 付 部 が 、 該 熱 硬 化 性 樹 脂 が 硬 化 さ れ て 成 形 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス ピ
ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ 振 動 板 部 分 と 、 該 第 １ 振 動 板 部 分 と 一 体 成 形 さ れ た 第 ２ 振 動 板 部 分 と 、 該 第 １ 振 動
板 部 分 と 該 第 ２ 振 動 板 部 分 と の 結 合 部 の 背 面 側 に 突 出 し て 設 け ら れ 、 ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン
の 一 端 が 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 と を 備 え 、
　 該 第 １ 振 動 板 部 分 お よ び 該 第 ２ 振 動 板 部 分 が 、 基 材 に 熱 硬 化 性 樹 脂 が 含 浸 さ れ て な り 、
該 取 付 部 が 、 該 熱 硬 化 性 樹 脂 が 硬 化 さ れ て 成 形 さ れ て い る 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 熱 硬 化 性 樹 脂 が 不 飽 和 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ス ピ ー カ ー 振 動
板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の ス ピ ー カ ー 振 動 板 を 備 え る 、 ス ピ ー カ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 基 材 の 第 １ 振 動 板 部 分 お よ び 第 ２ 振 動 板 部 分 と な る べ き 部 分 に 熱 硬 化 性 樹 脂 を 含 浸 す る



行 程 と 、
　 金 型 の 、 ボ イ ス コ イ ル ボ ビ ン の 一 端 が 接 着 さ れ る 取 付 部 を 形 成 す る 部 分 に 該 熱 硬 化 性 樹
脂 を 供 給 す る 行 程 と 、
　 該 含 浸 し た 熱 硬 化 性 樹 脂 を 硬 化 さ せ て 該 第 １ 振 動 板 部 分 お よ び 該 第 ２ 振 動 板 部 分 を 形 成
す る と 同 時 に 、 該 金 型 の 取 付 部 を 形 成 す る 部 分 に 供 給 さ れ た 熱 硬 化 性 樹 脂 を 硬 化 さ せ て 該
取 付 部 を 形 成 す る 行 程 と を 含 む 、 ス ピ ー カ ー 振 動 板 の 製 造 方 法 。
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